
･ 

    

重点目標② 豊かな人間性の育成 

 
 さまざまな学習活動や生活体験を通して、基本的生活習 

慣や規範意識、自尊感情や感動する心、他者と強調し、他 

者を思いやる心など、豊かな人間性をはぐくみます。 
 

 
第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点② 豊かな人間性の育成 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－１ 生徒指導・教育相談の充実」 
 
 

１ 生徒指導の充実 
◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  

問題行動等の未然防止をめざして生徒指導・教育相談の充実を図るとともに、自己指

導能力をはぐくみ、集団生活や社会生活を円滑に送ることができる子どもを育てます。  

 

◆ いじめの現状と課題 ◆ いじめの現状と課題 ◆ いじめの現状と課題 ◆ いじめの現状と課題 

 【現状】 【現状】 【現状】 【現状】                  

・  平 成 2７ 年 度 に お け る いじめ 認 知件数 は 小 学 校 で １０４件、 中 学 校 で ７８件、

全 体 で １８２件と な り 、 平 成 2６ 年 度 に比べ ４８件増加 し ま し た 。 認 知件数 の増

加 は 、些細な トラブルも いじめ の可能 性 が あ る と 考 え 、 いじめ を見逃し た り見過

ごし た り す る こ と が な い よ う 、 積 極 的 に 認 知 し よ う と し た 結 果 で あ る と 考 え て い

ま す 。 ま た 、 各 校 で は児童生徒に 対 し て の 「 いじめアンケー ト 」 を 、 学期ごと に

実施し て お り 、 こ の こ と も いじめ の発見

に つ な が っ て い ま す 。  

・  いじめ の態様と し て は 「冷や か し や か

ら か い 、悪口や脅し 文句、嫌な こ と を言

わ れ る 」 が 小 学 校 で は ４ ３％、 中 学 校 で

は ５０％を占め て い ま す 。続い て 、「軽く

ぶつ か ら れ た り 、遊ぶふり を し て叩か れ

た り 、蹴ら れ た り す る 」 は 、 小 学 校 で   

１ ８%、 中 学 校 で １ １％、「 仲 間 はずれ 、

集 団 に よ る無視を さ れ る 」 は 、 小 学 校 で

１ ３％、中 学 校 で １ ４％と な っ て い ま す 。 

【 課 題 】  【 課 題 】  【 課 題 】  【 課 題 】  

・ いじめ は早期発見、早期解 決 が 重要で す が 、相手を特定 で き な い いじめ やネット

上 に お け る いじめ な ど 、問 題 解 決 ま で に時間 の か か る も の が多数 あ り ま す 。今後も 、

いじめ を 生 ま な い環境作り を普段か ら 行 う こ と 、早期発見と万一発生 し た 場 合 の 適

切 な 対 応 を迅速に 行 う こ と の で き る 組織作り を 進 め て い き ま す 。  

 

◆ 不登校の現状と課題 ◆ 不登校の現状と課題 ◆ 不登校の現状と課題 ◆ 不登校の現状と課題 

 【現状】  【現状】  【現状】  【現状】 

・  平 成 2７ 年 度 に お け る不登校児童生徒

数 は 、 小 学 校 で９８ 人 、 中 学 校 で 295

人 、全 体 で 393 人 と な り ま し た 。平 成 2

６ 年 度 の 368 人 に比べ ２ ５ 人増加 し ま

し た 。  

・  「登校 す る 」 ま た は 「登校 で き る よ う

に な っ た 」 な ど 、 改 善 が み ら れ た児童生

徒は 、小 学 校 で９８人 中 １ ６ 人（ １ ６％）、
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－１ 生徒指導・教育相談の充実」 
 
 

中 学 校 で ２９５ 人 中 ５ ３ 人 （ １８％） と な っ て い ま す 。 ま た 、 こ れ 以外に 、継続

し た登校 に は至ら な い も の の好ま し い変化 が見ら れ る よ う に な っ た児童生徒は 小

学 校 で １ ４ 人 （ １ ４％）、 中 学 校 で ７ ６ 人 （ ２ ６％） と な っ て い ま す 。  

 ・ 不登校 の要因と し て 、小・中 学 校 と も に「無気力 」「不安 」の傾向 の割合 が 高 く 、

そ れ ら の 理由と し て 、 家 庭環境の急激な変化 や 親子関係を めぐる 問 題 な ど 「 家 庭

に係る 状 況 」 が大き く影響し て い ま す 。  

 ・  不登校発生 率 （不登校児童生徒数／在籍児童生徒数×100） は 、 小 学 校 で０．

５９％、 中 学 校 で ３．３ ４％で あ り 、 全 国 平 均 よ り 高 い割合 に な っ て い ま す 。  

【 課 題 】  【 課 題 】  【 課 題 】  【 課 題 】  

 ・  平 成 ２ ７ 年 度 、不登校児童生徒数 は増加 し ま し た 。不登校 を減少させる に は 、

新た な不登校児童生徒を 生 ま な い 取 り 組 み が 重要で す 。  

・ 今後、スクールカウンセラー ※ １ やハー トサポ ーター ※ ２ の有効 活 用 、欠席３ 日目

シー ト ※ ３ や 小 中不登校連携シー ト ※ ４ の 活 用 等 、不登校 を減少させる た め の 取 り 組

み を一層充 実 させる必要が あ り ま す 。  

・  不登校 対 策委員 会 等 で早期支援の在り 方 に つ い て協議を す す め 、新た な不登校

児童生徒を 生 ま な い た め の 具 体 的 方 策 を 提 示 し て い く必要が あ り ま す 。  

 

◆ 暴力行為の現状と課題 ◆ 暴力行為の現状と課題 ◆ 暴力行為の現状と課題 ◆ 暴力行為の現状と課題 

【現状】【現状】【現状】【現状】      

・  平 成 27 年 度 の暴力件数 は 小

学 校 で １ ７９件 、 中 学 校 で １ ２

４ 件 、 全 体 で ３０３ 件 と な り 、

平 成 26 年 度 と比べ １ ３件減少

し ま し た 。総暴力 件 数 に 大 き な

変化 は 見 ら れ な い も の の 、 中 学

校 で の暴力 行為が 大幅に 減少し 、

小 学 校 で の暴力 行為が増加 し て

お り 、暴力 行為の低年齢化 が 目

立 っ て き て い ま す 。  

・  対 教 師暴力 は 教師 の 指 導 に反

発 し 、暴力 行為に 及 ん だ 事案が

大半を占め て い ま す 。 ま た 、 発

達 に 課 題 の あ る 児童 生 徒 が繰り

返し暴力 を ふ る っ た り 、 物 に あ

た っ た り す る 事案が増加 し ま し

た 。 各 学 校 で は 、初期 対 応 や該

当 児童 の 特徴を ふ ま え た 対 応 等

を 全 職 員 で 共 通 理 解 を 進 め 、 学

校 全 体 で 組 織 的 に 進 め る こ と が

ま す ま す大切 に な っ て い ま す 。  
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－１ 生徒指導・教育相談の充実」 
 
 

【 課 題 】  【 課 題 】  【 課 題 】  【 課 題 】  

・  児童生徒の暴力 行為に 適 切 に 対 応 す る た め に は 、 日頃か ら 教師と児童生徒と の

人 間 関係を築き 、 指 導 方針に 基 づ い た粘り 強 い 指 導 を す す め る こ と が 重要で す 。  

・  児童生徒及 び 保 護 者 に 「暴力 は絶対 に許さ れ な い 」 等 の 、明確なメッセージを

発信し 、 学 校だけ で な く 、北勢児童相談所や警察を はじめ と す る 関係機関 と の連

携を 強 化 す る な ど 、毅然 と し た 対 応 を と る こ と が 重要と な っ て い ま す 。  

・  個々の発達上 の 課 題 か ら暴力 行為に 及 ん で し ま う児童生徒が増加 し て い る こ と

か ら 、発達に携わ る専門機関 等 と の連携を ど の よ う に図っ て い く か が大き な 課 題

と な っ て い ま す 。  

    

◆ 主な取り組み状況 ◆ 主な取り組み状況 ◆ 主な取り組み状況 ◆ 主な取り組み状況 

○  問 題 行 動 等 の 未 然 防 止 ・ 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応  ○  問 題 行 動 等 の 未 然 防 止 ・ 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応  ○  問 題 行 動 等 の 未 然 防 止 ・ 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応  ○  問 題 行 動 等 の 未 然 防 止 ・ 早 期 発 見 ・ 早 期 対 応  

① ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー （ Ｓ Ｓ Ｗ ）① ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー （ Ｓ Ｓ Ｗ ）① ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー （ Ｓ Ｓ Ｗ ）① ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー （ Ｓ Ｓ Ｗ ） ※ ５ の 活 用  の 活 用  の 活 用  の 活 用  

・  平 成 ２ ７ 年 度 か ら 、 社 会福祉士等 を スクー ルソーシャルワーカー と し て派

遣し 、子ど も が抱え る福祉的 な 課 題 に つ い て 、 学 校 や 行政、地域 や 家 庭 と の

連携 ・ 仲介・ 調整 を 行 い な が ら 、 問 題 行 動 等 の未然防止・ 改 善 ・ 解 決 を図り

ま し た 。  

※ スクールソーシャルワーカーは、問題を抱えた児童生徒に対し、当該児童生徒が置

かれた環境へ働きかけたり、関係機関等とのネットワークを活用したりするなど、

多様な支援方法を用いて、課題解決への対応を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

② いじめ問題への対応 ② いじめ問題への対応 ② いじめ問題への対応 ② いじめ問題への対応 

・  平 成 27 年 10 月 に 「 四 日 市 市 いじめ 問 題 対 策連絡協議会 」 を 開 催 し 、 本

市 の いじめ の 現 状 や 各 関係機関 の いじめ の防止対 策 に つ い て協議し ま し た 。  

・ 平 成 27 年 7 月 、平 成 28 年 2 月 に「 四 日 市 市 いじめ 問 題 対 策 調 査委員 会 」

を 開 催 し 、 本 市 の いじめ の 現 状 や 「 い じめア ンケー ト 」 の 方 法 等 に つ い て協

議を し ま し た 。  

・ 各 小 中 学 校 に お い て も「 学 校 いじめ防止基 本 方針」の見直し を図り な が ら 、

いじ め防止・早期発見・早期解 決 に 向 け て 、 学 校 いじめ防止対 策 委員 会 を 中

心に 、 取 り 組 み を 進 め ま し た 。  

【支援内容】⇒「家庭環境」「発達障害等の課題」「虐待」等 

【派遣状況】⇒市内５校（小学校２校、中学校３校）に５９時間の派遣を行いました。 

 

【活用した学校の評価】 

「子どもや保護者への連携・支援がうまくいった」 

「関係機関との連携がうまくいった（ケース会議実施、関係機関訪問等）」 

 「子どもの行動観察や事態が急変した際に、適切なアドバイスで支援してもらった」

など、スクールソシャルワーカーの存在は学校にとって大きいものとなっています。 
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・  昨年 に引き 続 き 「 い じ め防止啓発 ポ                   

スター 」を 市 内 小 中 学 校 に配布し ま し た 。 

ま た 、 各 自治会 に依頼し 、 市 内 全地域 の

自治会 の掲示板等 に掲示 し ま し た 。  

・  「 い じ め防止啓発 ラベル付き ポ ケ ッ                      

トティッシュ」 を 各 小 中 学 校 の す べ て の

児 童 生 徒 、 教 職 員 に 配 布 し ま し た 。                                                                                                                              

（右図）  

③  不 登 校 児 童 生 徒 へ の 対 応  ③  不 登 校 児 童 生 徒 へ の 対 応  ③  不 登 校 児 童 生 徒 へ の 対 応  ③  不 登 校 児 童 生 徒 へ の 対 応  

・  不登校 対 策委員 会 や不登校 対 策拡大委員 会 を 開 催 し 、不登校 の 現 状 を 分 析

す る と と も に 効 果 的 な不登校 対 策 に つ い て協議を す す め ま し た 。  

・  「欠席 3 日目シー ト 」 を 活 用 し 、初期段階の情報の整理 と観察の視点を明

確に し た 上 で 、 組 織的 な 対 応 を 進 め ま し た 。 ま た 、 小 中 学 校 間 の 連携し た 取

り 組 み と し て「 小 中 学 校不登校連携シー ト 」に よ る情報の 共有を 進 め ま し た 。  

  

○  安 心 し て 過 ご す こ と が で き る 学 級 づ く り  ○  安 心 し て 過 ご す こ と が で き る 学 級 づ く り  ○  安 心 し て 過 ご す こ と が で き る 学 級 づ く り  ○  安 心 し て 過 ご す こ と が で き る 学 級 づ く り  

・  市 内 全 小 学 校 4 年 生 以 上 の約８ ,３ 00 人 、 市 内 全 中 学 校 の約 8,８00 人 に 対

し て 、「 学級集 団 アセス メ ン トＱ－Ｕ調 査 （ 以 下Ｑ－Ｕ調 査 ） ※ ６ 」 を 年 間 ２ 回

実施し 、 調 査 結 果 を も と に 、 いじめ や不登校 な ど の未然防止及 び早期発見・早

期対 応 に 努 め ま し た 。  

・  Ｑ－Ｕ調 査 に か か る 校 内 研 修 会 を 開 催 し 、 教 員 のカウンセリング能 力 や 学 校

の相談機能 を 高 め 、個々の子ど も の心のケアを す る と と も に 、子ど も同士の 関

わ り を深め る 学級集 団 づ く り を 進 め ま し た 。  

・  「 学 校 生 活 の き ま り 」「 学 習 規律」「 指 導 上 の申し 合 わせ事項」 に つ い て 中 学

校区で情報交換を 行 い 、 学 校 生 活 の 基 本 と な るルールを統一す る な ど 、 共通理

解 を図り 、 規 範 意 識 を も っ てルールを守る こ と が で き る 「 集 団 づ く り 」 を 進 め

ま し た 。  

・  各 小 中 学 校 に お い て は 、異年齢交流の 場 や 集 団 体 験 の 場 で す べ て の子ど も が

活躍で き る よ う な 場面を創造し 、「 自 己有用 感 」 を 育 む 取 り 組 み を 進 め ま し た 。 

・     不登校 の未然防止や初期の 対 応 に つ い て 、 学 校 が 組織的 に 取 り 組 む こ と が で

き る よ う「登校 を 促 す早期アプローチ  ー不登校児童生徒の支援－」の 活 用 を図

り ま し た 。  

    

○  組 織 的 対 応 と 関 係 機 関 と の 連 携  ○  組 織 的 対 応 と 関 係 機 関 と の 連 携  ○  組 織 的 対 応 と 関 係 機 関 と の 連 携  ○  組 織 的 対 応 と 関 係 機 関 と の 連 携  

 ①  組 織 的 対 応   ①  組 織 的 対 応   ①  組 織 的 対 応   ①  組 織 的 対 応  

・  １ 学期中 に す べ て の 小 ・ 中 学 校 を 指 導 主 事 が 計 画訪問 し て 、 指 導 方 法 や 指

導 体 制等 に つ い て 情報交換を 行 う と と も に 、 各 学 校 が抱え て い る 問 題 （暴力

行為、不登校 、 い じめ 等 ） を 的確に把握し 、 そ の 解 決 に 向 け て助言を 行 い ま

し た 。  

・  月 別問 題 行 動報告か ら 課 題 の あ る 学 校 及 び 学級に 対 し て 、Ｑ－Ｕ調 査 結 果
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を 分 析 し た 上 で 指 導 主 事 が訪問 し 、 改 善 の た め の 指 導助言を 行 い ま し た 。  

・  平 成 ２ ７ 年 ４ 月 と 平 成 ２８年 2 月 に 小 ・ 中 学 校 生徒指 導 担 当 者 研 修 会 を 開

催 し 情報交換会 や 指 導 方 法 の 研究会 を 行 う な ど 、 小 中 学 校 に お け る 生徒指 導

の連携を図り 、 組織的 な 生徒指 導 体制を確立 す る こ と が で き ま し た 。      

・  ス クールカウンセラー を 対 象 に 、 本 市 の い じめ や不登校 の 現 状 を も と に し

た 研 修 会 を 行 い 、 資 質 及 びカウンセリング能 力 の 向 上 を図り ま し た 。  

・  各 小 中 学 校 のケー ス 会 議に 指 導 主 事 が延べ ４ ４回に出席し ま し た 。 こ の 会

議で は 、北勢児童相談所 、 家 庭児童相談室、 各警察署な ど の 関係機関 や スク

ールカウンセラー 、 スク ールソーシャルワーカー 、民生委 員児童委員 な ど 、

そ れぞれ の専門分野か ら の 知見を 活 用 し 、 問 題 解 決 に 向 け て の 方 策 を検討し

て い ま す 。  

②  関 係 機 関 と の 連 携②  関 係 機 関 と の 連 携②  関 係 機 関 と の 連 携②  関 係 機 関 と の 連 携  

・  北勢児童相談所、 四 日 市南・北・西警察署、北勢少年サポ ー ト センター 、

家 庭裁判所、 保 護 観察所 、 家 庭児童相談室等 保 健福祉関係各 課 の 関係機関 を

訪問 し て情報交換等 の連携を 積 極 的 に 進 め ま し た 。  

・  各警察署と は 、 学 校警察連絡制度 に 関 す る 協定 を 結 ん で お り 、 年 度 当初に

教 育 委員 会 及 び 学 校 と の 連絡会 を はじ め 、 月 １回の情報交換会 な ど を持ち 、

連携強 化 を図り ま し た 。  

・  隔月ごと に 生徒指 導 定 例 会 を 開 催 し 、不登校 や 問 題 行 動 等への 対 応 方 法 や

各 学 校への助言内 容 を検討し ま し た 。  

・  四 日 市 市子ど も の虐待及 び配偶者 か ら の暴力防止ネットワーク会議等 で 児

童虐待の 状 況報告お よ び 対 応 に つ い て情報交換し ま し た 。ネットワークの機能

を生かし、児童虐待への的確な対応に努めました。 

・ 発達障害傾向の子どもへの対応や学校における事故等への緊急支援が早期にで

きるよう、四日市市学校臨床心理士会と連携を密に図っています。 

    ・ 円滑な生徒指導の推進のため、学校で起こるさまざまな問題に対して、法的根

拠をもとに教育委員会顧問弁護士などから教育委員会や学校が指導、助言を受け、

緊急対応体制等の整備・充実を図ることができました。 

    

◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性  

○  「Ｑ－Ｕ調 査 」 や 「 市独自 の いじめ 調 査 」 等 を 活 用 し て 、 いじめ 、不登校 、 問

題 行 動 等 の前兆を早期に発見す る と と も に 、 教 職 員 に よ る 教 育相談 や スクールカ

ウンセラー 等 に よ るカウンセリングを通し て子ど も 理 解 を 進 め 、 全 教 職 員 に よ る

指 導 体制の 充 実 と 組織的 な 対 応 に 努 め ま す 。  

○  スクールソーシャルワーカー を派遣し 、子ど も が抱え る福祉的 な 課 題 に つ い て 、

学 校 や 行政、地域や 家 庭 と の連携・ 仲介・ 調整を 行 い な が ら 、 問 題 行 動 等 の未然

防止・ 改 善 ・ 解 決 を図り ま す 。  

○  「 四 日 市 市 いじめ 問 題 対 策連絡協議会 」 や 「 四 日 市 市 いじめ 問 題 対 策 調 査委員

会 」 で いじめ 対 策 等 に つ い て協議し 、 いじめ を未然 に防止す る 取 り 組 み を推進 し

ま す 。  
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○  不登校 の未然防止・早期対 応 の 取 り 組 み と し て 、 全 小 中 学 校 を訪問 し 、児童生

徒が登校 を継続で き る よ う 、「不登校 小 中連携シー ト 」や「欠席３ 日目シー ト 」を

活 用 し た有効 な支援に つ い て協議し ま し た 。 ま た 、 ２ つ のシー ト の 活 用 に よ る 効

果 に つ い て 、不登校 対 策委員 会 等 で さ ら に検証を 進 め ま す 。  

○  中 学 校 に お い て は 、「不登校 小 中連携シー ト 」の 内 容 を 職 員 会議等 で 、情報共有

を し て い ま す 。好ま し い変化 が み ら れ 改 善 に 向 か っ た 取 り 組 み 事 例 と し て 、該当

生徒が欠席１ 日目で あ っ て も 、 担任が 家 庭訪問 を し 、 効 果 を あ げ て い る 中 学 校 の

取 り 組 み を紹介す る 等 、不登校 の未然防止に む け た 効 果 的 な 取 り 組 み を 具 体 的 に

示 し ま す 。  

 

○  校 内外で起こ る暴力 行為に 対 し て は 、毅然 と し た態度 で 対 応 す る と と も に 、 指

導 主 事 が 学 校 を訪問 し 、子ど も た ち が 安心し て過ごす こ と が で き る 学 校 づ く り に

向 け た 指 導 ・助言を 行 い ま す 。  

○  課 題への早期対 応 を図る た め に 、 学 校 ・ 家 庭 ・地域や 関係機関 （警察、福祉、

医療等 ） と情報を 共有し な が ら 、今後も協働 ・連携を密に し て い き ま す 。  

 

 

※１【スクールカウンセラー】  

教 育 機 関 に お い て 、心理 相 談業務に従事 す る臨床心理 学 やカウンセリング理論  

を身に付けた専門家  

※２【ハー トサポ ーター】  

臨床心理士、セラピスト な ど 、カウンセリング等 に 関 し て専門的 な 知 識 と経験  

を有す る者で 、 教 育委員会が委嘱し た 教 育 相 談員の こ と 。 相 談 を 必 要 と す る 、 

子 ど も・保護者が い る 学 校 や 家 庭 に派遣され 、学 習及び 生 活 等 の 相 談 に 対 応 し 、 

学 校 の緊急時に お い て も 、 すぐに 対 応 が で き る専門家  

※３【欠席 3 日目シー ト】  

欠席が ３日間 続 い た 子 ど も の情報を 、短期 間 で共有す る た め の資料  

※４【小 中 学 校 不 登 校 連 携シー ト】  

不 登 校傾向の あ る 子 ど も の情報を 、 中 学 校へ引き継ぐた め の資料  

※５【スク ールソーシャルワ ーカー】  

教 育 機 関 に お い て 、社会福祉の専門的 知 識 、技術を 活 用 し 、問 題 を抱え る 子 ど  

も を取り巻く環境に 働 き かけ、家 庭 、学 校 、地 域 の 関 係 機 関 を つ なぎ、子 ど も  

の抱え て い る 問 題 の 解 決 に向けて 支 援 す る専門家  

※６【学級集団アセスメントＱ－U 調査】  

子 ど も た ち の 学 校 生 活 に おける満足度と 意欲、さら に 学級集団の状態を調べる

こ と が で き る質問紙。学級経営の た め の有効な資料が得ら れ 、い じ め や 不 登 校

な ど の 問 題 行 動 の 予防と 対 策 に有効な アンケー ト  
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２ 教育相談の充実  

◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  

   児童生徒の 問 題 行 動 等 の背景や要因は複雑で あ り 、 そ の き っ か け も様々で す 。 ま

た 、時間 の経過と と も に 状 況 も刻々と変化 し ま す 。心に不安 や悩み 、 ス トレス や不

満を抱え て い る子ど も が増加 し て お り 、子ど も の言動 の 小 さ な変化 も見逃さ な い こ

と が大切 で す 。  

そ の た め に は 、子ど も た ちへの 教 育相談 を 充 実 させる と と も に 、子育 て や 家 庭 生

活 に 関 す る不安 や悩み を持つ 保 護 者 が 、気軽に相談 で き る 教 育相談 体制の構築が 重

要に な っ て い ま す 。  

    ＊  平 成 ２ ６ 年 度 は 小 学 校 の統合 に よ り 、 学 校 数 が減った た め配置校 が減少し ま し た  

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○  スクールカウンセラー （※） の配置 状 況  

  ・  平 成 ２ ５ 年 度 か ら 市 内 の 全 小 中 学 校 に配置 し て お り 、 平 成 ２ ７ 年 度 は 、 ６０

校 に 計 ３ ７ 人 を配置 し ま し た 。  

国 ・県費：中 学 校 全 ２ ２ 校 、 小 学 校 １０校  

市費：小 学 校 ２ ６ 校  

国 ・県費と 市費の併用：小 学 校 ２ 校  

・  スクールカウンセラー 対 象 に 年 １回の 研 修 会 を 実施し 、カウンセリング機能

の 充 実 及 び 関係機関 等 と の連携を図り ま し た 。  

※  スクールカウンセラー は 、児童生徒の臨床心理 に 関

し て 高 度 で専門的 な 知 識・経験 を有し て い ま す 。児童

生 徒 お よ び 保 護 者 へ のカウン セリ ン グ や 教 職 員 お よ

び 保 護 者 に 対 す る助言 ・ 援助を 行 う た め に 、 市 内 の

小・中 学 校 に配置 し 、児童生徒の 問 題 行 動 等 の 解 決 に

当 た り ま す 。ま た 、発達検査 等 も 行 う こ と が で き ま す 。 

 

○  スクールカウンセラー の 活 用 状 況  

・  スクールカウンセラーへの総相談件数 は 、 平 成 ２ ７ 年 度 は １０ ,２ ６ ７件で し

た 。（ 平 成 ２ ６ 年 度 は １ １ ,１ ５ ６件、 平 成 ２ ５ 年 度 は９ ,９９１件）  

・ 年 間 の 実 質相談 者 数 は ２ ,３ １ ６ 人 で し た 。１ 人 の相談 者 が 、年 平 均 ４ .４回の

相談 を し た こ と に な り ま す 。 平 成 ２ ６ 年 度 の 実 質相談 者 数 は １ ,８１ ３ 人 で あ り 、

平 成 ２ ７ 年 度 は 、 平 成 ２ ６ 年 度 に比べ て約５００人相談 者 数 が増え ま し た 。  

取り組み指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）     

市 の スクールカウンセ

ラーを配置する学校数  
２９校 ２８校 ２８校 ２０校 ２０校 ２０校 ２０校 
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・  県配置 の スクールカウンセラー は 、週１回３～６時間配置 さ れ 、 平 成 ２ ７ 年

度 の １ 校 の 平 均 の相談件数 は １ １ ６件で し た 。 市配置 の スクールカウンセラー

は週１回６時間 で 、 １ 校 の 平 均 の相談件数 は ２ ４ ２件で し た 。相談件数 が増え

て お り 、配置時間 や回数 が足り な く な っ て い る こ と が 課 題 と な っ て い ま す 。  

・  スクールカウンセラー は 、 日々の相談 業務だけ で は な く 、 学 校 内 の 生徒指 導

委員 会 や特別支援委員 会 に 参 加 し 、情報の 共有や 対 応 の仕方 のアドバイ ス も 行

い ま す 。 ま た 、夏季休業 中 、 校 内 の 研 修 会 の講師を務め る な ど 、 教 職 員 の 教 育

相談 力 の 向 上 に寄与し て い ま す 。  

 

○  スクールカウンセラーへの相談 内 容  

・  児童生徒が相談 す る 内 容 で は 「発達の 問 題 に 関 す る相談 」 が最も多く 、 全 体

の 2１％に相当 し ま す 。次い で 「 自 己 の 問 題 に つ い て の相談 」「 人 間 関係（ 家族

以外）に 関 す る相談 」の順と な っ て い ま す が 、相談 内 容 は多岐に渡っ て い ま す 。  

・  保 護 者 が相談 す る 内 容 で は 、「児童生徒の発達の 問 題 に 関 す る相談 」が最も多

く 、全 体 の ４ ４％に相当 し ま す 。次い で 、「 家 庭 問 題 に 関 す る相談 」、「 自 己 の 問

題 に 関 す る相談 」 の順に な っ て い ま す 。  

・  教 職 員 が相談 す る 内 容 で は 、「児童生徒の発達の 問 題 に 関 す る相談 」 が最も多

く 、全 体 の 4２％に相当 し 、指 導 に悩ん で い る 教 職 員 の 現 状 が顕著に み ら れ ま す 。  

 

・  不登校 に 関係す る相談 は 、総相談件数 １０ ,２ ６ ７件中 １ ,７ ２ ６件で し た 。こ

れ は 、 全 体 の約１ ７％を占め る割合 で す 。  

・  不登校 に 関係す る相談 内 容 と し て は 、「 家 庭 問 題 に 関 す る相談 」 が最も 多く 、

次い で 、「発達の 問 題 に 関 す る相談 」、「 自 己 の 問 題 に 関 す る相談 」、「 人 間 関係（ 家

族以外） に 関 す る相談 」 の順に な っ て い ま す 。  
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 ○  関係機関 と の連携  

  ・  スクールカウンセラー は 、必要に 応じ、心療内 科 等 の医療機関 や 適 応 指 導 教

室等 の 市 の機関 と連携を し て い ま す 。 そ の件数 は 、 平 成 ２ ７ 年 度 は 、心療内 科

等 の医療機関 ４ ３件、 市 の機関 １ ６件で し た 。  

  ・  複雑な要因が絡み 合 っ た 事案に 対 し て 、 スクールカウンセラー がケー スごと

に そ の 内 容 にふさ わ し い専門性 を持つ機関 と連携す る こ と で 、 よ り 適 切 な支援

に つ な げ る こ と が で き て い ま す 。  

 

○  ハー トサポ ー ト 事 業  

・  臨床心理士（ ３ ４名登録） をハー トサポ ーター と し て 学 校 や 家 庭 に派遣し て

い ま す 。  

・  平 成 ２ ７ 年 度 の相談件数 は 、 １０９件（ 平 成 ２ ６ 年 度９４件、 平 成 ２ ５ 年 度

９７件、 平 成 ２ ４ 年 度８３件） で し た 。  

・  相談件数 の推移で は 、 平 成 ２ ４ 年 度 と 平 成 ２ ５ 年 度 は 、 中 学 校 の相談件数 が

多く 、 平 成 ２ ６ 年 度 と 平 成 ２ ７ 年 度 は 、 小 学 校 の相談件数 が多く あ り ま し た 。

こ れ は 、発達の 課 題 に悩む児童や 保 護 者 の継続的 な相談 が 、 小 学 校 で増加 し た

こ と が 理由と し て 挙 げ ら れ ま す 。  

・  平 成 ２ ７ 年 度 の相談 内 容 は 、不登校 関係、子育 て不安 、子ど も の 行 動 に 対 す

る不安 、発達障害、 対 人 関係等 が 主 な も の で し た 。近年 、不登校児童生徒を持

つ 保 護 者 の悩み な ど 、子育 て に 関 し て不安 を抱い て い る 保 護 者 の相談 が増加 し

て い ま す 。  

・  保 護 者 が情緒不安 定 に な り 、う ま く子育 て が で き な いケー ス も増加 し て お り 、

保 護 者 に 対 す る心のケアもハー トサポ ーター の大き な役割と な っ て い ま す 。  

・   大き な 学 校 事故等 で 、児童生徒の心のケアと し て 学 校 が緊急支援を必要と す

る 場 合 もハー トサポ ーター を派遣し て い ま す 。  
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－１ 生徒指導・教育相談の充実」 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○  いじめ ・ 体罰等電話相談 、 来室相談 、 いじめ相談メール  

・  教 育相談 担 当 （ ２名） が電話 や面接に よ る相談 を 行 っ て い ま す 。  

・  平 成 ２ ７ 年 度 の相談件数 は ２０１件で 、 そ の う ち 保 護 者 か ら の相談 が 全 体 の

約７ ２％を占め て い ま す 。相談 内 容 は多岐に わ た っ て お り 、そ の 中 で 、「 学 校 が

行 っ た子ど もへの 指 導 内 容 に 対 す る相談 」が ４８件と最も多く 、「 いじめ に 関 す

る相談 」 は ３ ４件で 、「 体罰に 関 す る相談 」 は １０件で し た 。  

・  平 成 ２ ６ 年 度 か ら 、相談 を い つ で も受け

付け る こ と が で き る よ う 、市ホームページ

に「 いじめ相談メール」を 開設し て い ま す 。  

平 成 ２ ７ 年 度 のメール相談件数 は ５件あ

り 、内 いじめ に 関 す る も の が １件あ り ま し

た 。各種相談窓口の周知 に つ い て は 、児童

生徒にプリン ト を配布し た り 、ポ スター を

掲示 し た り し て い ま す 。  

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  不登校やいじめの未然防止、早期発見、早期対応を図るために、スクールカウン

セラー と連携し 、子ど も や 保 護 者への支援方 法 等 に 関 し て 、相談体制の充実を図り

ます。また、引き続き教職員の教育相談力の向上に努めます。 

○  スクールカウンセラーを全小中学校に配置していますが、今後は、児童生徒数が多

い学校においても、児童生徒や 保 護 者 が よ りタイムリー に相談 で き る よ う 、配置 の

工夫に 努 め ま す 。  

○  スクールカウンセラー や 学 校外の相談機関 に つ い て 、 学 校だよ り や 学 校ホーム

ページ等 で 保 護 者 に 知 らせま す 。  

○  子ど も の発達の 問 題 や 保 護 者 の子育 て に 関 す る不安 等 の相談 に 適宜対 応 す る た

め に 、ハー トサポ ーター の 積 極 的 な 活 用 を図り ま す 。 ま た 、 学 校 の緊急時におい

ても、すぐに対応ができるように体制を整えます。  

 H25 H26 H27 

総 相 談 件 数  ２４３ ２７４ ２０１ 

学 校 の指 導  

内 容 の相 談  
８６ ９７ ４８ 

いじめ ２１ ３９ ３４ 

体 罰  ９ １８ １０ 

（件） 

94 

97 

83 

91 

0 20 40 60 80 100 120

H24

H25

H26

H27

幼稚園

小学校

中学校

平成 27 年度 ハートサポート事業 相談件数（件） 

94 

97 

83 

109 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－２ 道徳教育の充実」 
 
 

３ 道徳教育の充実 

◆ ねらい   ◆ ねらい   ◆ ねらい   ◆ ねらい   

子どもたちが体験活動を通して身につけたものの見方や考え方、感じ方をもとに、道徳

的価値の自覚を深め、道徳的実践力を育みます。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

    

    

    

    

 

○ 参加体験型学習の充実 

・ 総合的な学習の時間や特別活動での体験（例  福祉・ボランティア体験、老人会

との交流、地域での体験、自然教室、職場体験等）をもとにして、関連性のある資

料を用いたり、参加体験型学習を取り入れたりしながら、道徳教育の取り組みを進

めています。   

○ 命を大切にする心を育てるための取り組み 

・ 外部講師を招いて行う授業が、特に中学校で多く実践されました。「助産師を招き、

命の授業を行った（中学校）」「現在１歳の子どもを育てている女性をゲストティー

チャーに招き、命が育まれる素晴らしさや、誕生時の喜びなどを児童に直接語って

いただいた（小学校）」など、各小中学校で、道徳の時間を中心に進めています。 

 

 

 

 

 

 

○ 「道徳的実践力をはぐくむ道徳教育の充実」に基づいた学校教育全体での実践 

・ 『私たちの道徳』や三重県教育委員会発行の『三重県心のノート』については、

道徳の時間だけではなく、学校の教育活動の様々な場面で使います。児童生徒が自

らページを開いて書き込んだり、家庭で話題にしたりするなどして活用しています。 

取り組み指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

道 徳 の 時 間 で 体 験 活 動 等 を 生 か し た 授

業 を 年 間 ３ 回 以 上 実 施 し た 学 級 の 割 合  
１００% １００% １００％ １０0% １０0% １０0% １０0% 

参加体験型学習内容  
実施校の割合（％） 

小学校 中学校 

奉仕的活動 ９５  １００  

高齢者とのふれあい活動 ６６ ５９  

あいさつ運動 ９５  １００  

福祉体験活動 ５３ ８２ 

外部講師を招いて集会や講演会など道徳性の育成に関わる活動 ４７ ８６ 

 

取り組み内容  小学校 中学校 

文部科学省作成の『私たちの道徳』を使用している。 １００％  １００％  

道徳全体計画及び年間指導計画を作成している。 １００％  １００％  

道徳の公開授業（授業参観）を実施している。 １００％  １００％  
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－２ 道徳教育の充実」 
 
 

 ○ 道徳全体指導計画及び年間指導計画の立案・実践・改善 

・ 各校の道徳教育全体指導計画は、児童生徒が様々な生活場面で道徳的価値を深め

られるよう作られています。 

・ 本市は、平成２３年度から２７年度までの５年にわたり、文部科学省の「道徳教

育総合支援事業」の指定を受け、道徳教育の推進に取り組んでいます。平成２７年

度は塩浜中学校を研究指定校（２年次）とし、１１月には公開授業研修会を行いま

した。「道徳の時間」を３学級、さらに「理科」と「総合的な学習の時間」を 1 学

級ずつ道徳と関連付ける内容で公開し、市内全域に研究成果を広めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

         〔塩浜中学 校 「道徳の時 間 」と 「理科」 の 授業公開〕  

○ 家庭や地域との連携の推進 

・ 平成２７年度は、学校公開日や授業参観日に、すべての小中学校において、全学

級で道徳の授業が公開されました。 

・ 道徳の授業内容を学校だよりや学年だより、学校ホームページなどで発信するこ

とで、保護者や地域等からは道徳教育の取り組みについて理解・評価を得ています。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 主体的、協働的に学び、自立した人間としてよりよく生きるための基盤となる道徳

性を育むため、「教材の読み取りに終始する」授業から脱却し、答えが１つでない問題

に向き合い「考え、議論する」道徳への転換を図ります。 

○ 今日的課題であるいじめ問題や情報モラル、科学の発展による生命倫理に関する問

題等を積極的に学習内容に取り入れます。 

○ 道徳の授業公開を積極的に行うとともに、地域の人々の参加や協力を得るなど、家

庭や地域社会との連携を図ります。 

○ 年間指導計画を改訂学習指導要領に則った形式に変更し、年間を通じて計画的な授

業の配列を行うとともに、重点項目を明確にすることで、指導の効果を一層高めます。 

○ 郷土を大切にして愛する心や、国を愛する心を育てる指導の充実を図ります。 

○ 文部科学省発行の副読本は、２６年度に改訂され、『私たちの道徳』として全児童生

徒に配付されました。日常生活を舞台にした物語文や、著名人の幼い頃の思い出など、

読み物教材が数多く掲載されています。 

また、三重県教育委員会発行の『三重県  心のノート』には三重県の歴史上の人物

についてのエピソードが紹介されています。道徳的価値について子どもたちが自ら考

えるきっかけとなるよう、『私たちの道徳』『三重県  心のノート』の効果的な利用方

法について実践例を提供し、研修を進めます。 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－３ 人権教育の充実」 

 

４ 人権教育の充実 

◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  

子どもたちがさまざまな人権問題を自らの問題として自覚し、生活の中にある課題の解

決を図っていくために、教職員は学校・園の在り方を人権尊重の視点で常に見直していく

必要があります。さらに、この視点から教育目標や年間指導計画の策定に努め、自他の人

権の尊重と擁護、人権問題の解決に向けた行動力の育成につながる人権教育を推進します。 

◆ 取り組み指標と現状値 ◆ 取り組み指標と現状値 ◆ 取り組み指標と現状値 ◆ 取り組み指標と現状値 

※各領域とは、部落問題、障害者・外国人・子ども・女性の人権に関する問題の 5 領域をさす。 

◆ 現状と課題 現状と課題 現状と課題 現状と課題 

平成２７年度、上記５領域の人権学習実施率について、小学校ではほぼ 100％、中学校

では 80％、小・中学校トータルで９２．７％でした。中学校では 5 領域全てを網羅する

のは難しい現状があるようです。小学校の人権学習での基礎的な認識の上に、中学校での

より深まりのある取り組みがなされることをふまえ、学習の在り方についてさらに整理し

て考える必要があります。また、本年度は管理職研修をはじめ様々な研修で性的少数者の

人権に関わる内容を盛り込んだことから、多くの学校でその取り組みの報告がありました。

このような学習が、一人一人がそれぞれのよさや違いを認め合うことにつながると考えま

す。 

また、平成２７年度の調査（各校における「児童生徒の人権意識」調査）で、「いじめは

絶対にいけないと思っている」という項目に対して肯定的な回答をした小学３～６年生は

95％、中学生は 91％という結果でした。学校・園からの差別事象報告は０件でしたが、

本市において、在日外国人の人権に関わる差別落書き事案が複数件発生しました。学校・

園においても、外国人児童生徒に対する心無い言動があり、緊急全校集会を開いたり、多

文化共生の学習をしたりして、子どもたちが考えあう取り組みがなされたところもありま

す。他の学校・園でも、障害者や身体的特徴に対する差別的な関わりや、いじめがみられ

ます。このような現状から、差別をなくそうと行動する力を育てる人権教育の取り組みの

重要性が増しています。 

同じ調査で「自分のことを大切だと感じている」という項目に対して肯定的に回答した

小学３～6 年生は 80％、中学生は 81％であったことから、自己肯定感を育む取り組みの

成果が見られます。一方で、学校人権教育においては多様性や自尊感情に関わる取り組み

に力点が置かれていて、人権についての実践的知識や対立・問題解決技能に関する取り組

みが弱い傾向があります。そのため、教職員が自らの人権意識の向上を図り、学校・地域

や子どもの実態に応じた計画的な教育実践を進められるよう教材開発と整備、指導方法の

研究などに継続して取り組んでいかねばなりません。 

また、言語環境や経済的な背景から学習環境が整いにくいといった、教育的に不利な環

境にある子どもたちに対して、地域との協働によって、子どもたちが将来の展望を持てる

取り組み指標  
実績値  

(平 成 25 年 度 ) 

実績値  

(平 成 26 年 度 ) 

実績値  

(平 成 27 年 度 ) 

目標値  

(平 成 27 年 度 ) 

人権教育各領域（※）の学習実施率 ８２% ９１．７％  ９２．７% １００% 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点②－３ 人権教育の充実」 

 

ような学力・進路保障の取り組みが今後一層求められています。 

◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性  

○  教 職 員 が子ど も た ち の いじめ や差別を敏感 に と ら え 、 人 権 教 育 に 対 す る 資 質 向 上

を図る た め に 、 研 修 の機会 に お い て 学 校 人 権 教 育推進 人材バンク登録者 等 を 活 用 し

た り 、OJT 研 修 の 充 実 を図っ た り し ま す 。  

○  部落問 題 、障害者 ・外国 人 ・子ど も ・女性 の ５領域は も と よ り 、 性 的少数 者 等 の

新た な 人 権 に 関 す る 問 題 や いじめ 問 題 に潜む差別や偏見を見抜き 、 そ の 解 決 に 向 け

た 行 動 力 を培う 学 習 を継続し ま す 。  

○  人 権 教 育 が す べ て の 教 育 活 動 に お い て 行 わ れ る よ う 、 育 て た い 資 質 ・ 能 力 に お け

る 3 側面 (※ )のバラン ス を 意 識 し た 人 権 教 育カリキュラムの編成 を 進 め ま す 。  

○  各 中 学 校ブロックで 、 人 権 教 育 を通し た幼保 小 中 の連携を 進 め ま す 。  

○  「子ど も 人 権フォーラム」 が子ど も た ち の 主 体 的 な 活 動 と な る よ う に 、 人 権 教 育

カリキュラムに系統的 に 位 置付け て い き ま す 。  

○  教 育 的 に不利な環境に あ る子ど も た ち の 学 力 保障・キャリア形成 を め ざ し 、地域

と協働 し た 学 習 会 等 の 取 り 組 み を推進 し ま す 。  

 ※3 側面＝「 知 識 的側面」「価値的・態度的側面」「技能的側面」 

（文部科学省：人権教育の指導方法の在り方について「第三次とりまとめ」指導等の

在り方編参照） 

 

◆ 主な取り組み状況 ◆ 主な取り組み状況 ◆ 主な取り組み状況 ◆ 主な取り組み状況 

１ 学校人権教育の推進 

（１）中学校ブロック人権文化創造事業の実施  

【「子ども人権フォーラム」実施状況（全２２中学校ブロック）】  

人権教育推進委員研修会において、フォーラムに児童・生徒が主体的に参加する体

制を作った中学校ブロックの取り組みを報告しました。今年度も、グループ討議が活

発に行われ、中には児童・生徒が全体会の進行も担ったところもありました。 

また、２中学校ブロックでは、実行委員会を組織し、教職員とともに児童・生徒が

企画・運営に参加しました。 

 

児童・生徒の参加形態  H23 H24 H25 H26 H27 

外部講師による講演会 １１ ９  １０  ５ ５ 

児童・生徒による人権学習・作文の発表 ３ ６ ２ １ ２ 

児童・生徒によるグループ討議  １４ １７ １９  ２１ ２１ 

児童・生徒のグループ討議での司会・進行 ２ ４ ６ ２１ ２１ 

児童・生徒の全体会での司会・進行 ０  ０  ２ ３ １０  

児童・生徒が企画・運営に参加 ０  ０  ０  ２ ２ 

〈主なテーマ〉（ ）の数字は中学校ブロック数 

「身の回りの差別」（１０） 「いじめ問題」（６） 「性的少数者の人権」（２） 

「外国人の人権」（２） 「部落問題」（１） 「障害者の人権」（１） 

「インターネットにおける人権」（１） 
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【人権教育研修状況】 

（ ２ ） 人 権 教 育推進 校園指 定 事 業 の 実施  

【 平 成 ２ ７ 年 度 人 権 教 育推進 校園】  

幼稚園３園…保々、 三 重西、八郷中央  

小 学 校８校…大谷台、大矢知興譲、 小山田、海蔵、神前、常磐、 日永、 保々  

中 学 校 ２ 校…西笹川、 三滝  

＜主 な 実施内 容＞  

各種研 修 会 参 加 、 人 権 学 習 実 践 研究、 人 権講演会 実施、 人 権 関係施設見学 、

フィールドワーク、ＤＶＤ教材を も と に し た 学 習 、還流報告等  

なお、年度当初の人権教育推進委員研修会で教職員の資質向上に効果のあった

取り組みを報告しました。 

（３）保護者に対する人権啓発【ＰＴＡ人 権 研 修 会 （回数 と 実施形態）】  

幼稚園…２ ２園に て 実施（延べ ４８回）  

講演会：３ ５回  参 加型研 修 ・ 懇 談 会 ・グループ討議：１ ３回  

小 学 校…１８校 に て 実施（延べ ３０回）  

講演会：２０回  参 加型研 修 ・ 懇 談 会 ・グループ討議：１０回  

中 学 校…１ ２ 校 に て 実施（延べ １８回）  

講演会：１ ２回  参 加型研 修 ・ 懇 談 会 ・グループ討議：６回  

（ ４ ） 学 習 資料教材の作成 ・配布  

【人権カレンダー、人権作文集】 

人権ポスターは、５０点を入選作品として選出し、人権フェスタにて表彰式を行う

とともに人権のひろば展にて掲示しました。また、入選作品から１２点を人権カレン

ダーに掲載しました。 

人権作文は、応募作品の中から１１点を選出し、人権作文集を作成しました。 

人権カレンダー・人権作文集とも、学校・園・関係機関に送付しました。 

＜人 権 ポ スター ・作文 応募状 況＞  

人 権 ポ スター…２ ２ ７点、５ ３ 校園（幼７園・保 ２園・小 ３ ３ 校・中 １ １ 校 ）  

人 権作文   …７９点、 ３ １ 校 （ 小 １ ６ 校 ・ 中 １ ５ 校 ）  

 

２ 地域人権教育の推進 

（ １ ）子ど も 人 権 文 化創造事 業 （人権プラザ４館） 

【地域人権教育推進活動】 

地域、保護者、学校・園の協力のもと、友だちや地域、保護者の思いや願いに気づ

き、なかまとともに自他の人権を尊重する心情や差別をなくすための実践力を育むた

めの人権学習やフィールドワーク、体験活動を実施しました。 

【子どもの居場所づくり活動】 

児童集会所において、地域ボランティアの協力により、子どもたちが安心して学習

したり、遊んだりできる安全な居場所づくりを支援しました。 

研  修  内  容 実施ブロック数・延べ回数 

講演会 ２１ブロック・ ２２回  

授業公開（小・中）、保育公開（幼） ２２ブロック・１２３回  

地域・保護者と連携した学習会・報告会 ２２ブロック・ ５０回  

教職員合同研修会 ２２ブロック・ ４７回  
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【キッズ・スクール活動】 

子ども同士の信頼関係を深め、尊重し合う心を育むことをねらいとして、休日や放

課後等を利用した創作活動などを、地域の人々を講師に招いて実施しました。 

（ ２ ） 自 己 実 現支援事 業 （人権プラザ４館） 

【自主学習支援活動】 

子ども一人一人が置かれた環境等の課題に応じて、学校・園、地域、家庭が協働し、

教員ＯＢ、地域住民、学生等学習支援員の協力を得て、子どもたちの学習意欲の向上

や基礎学力及び学習習慣の定着に向けた取り組みを進めました。 

【進路･就労につながる出会い・体験活動】 

子どもたちが自分の進路や就労など将来を考えるきっかけとするため、社会見学や

職業体験により、社会で働く人と交流を図りました。 

（３）県教育委員会の事業との共催による子どもの学び支援（３中学校区） 

【地域による学力向上支援事業（西笹川中学校区・三重平中学校区）】 

それぞれの地域で運営されている「子ども教室」において、教員ＯＢ、地域住民、

学生等学習支援員・ボランティアが放課後や休日、長期休業中における学習支援等を

行いました。家庭学習が困難な環境にある子どもたちの居場所ができ、学習意欲の向

上や学力の定着につながる取り組みとなりました。 

【子ども支援ネットワーク構築事業（中部中学校区）】 

家庭での生活や学習が困難な環境にある子どもたちの自尊感情や学習意欲を高め

るため、学校、保護者、地域住民等がネットワーク委員会を組織し、児童・生徒、地

域住民との交流や地域行事への参加、「中部子ども教室」による学習支援の取り組み等

を進めました。 

【人権教育研究指定校事業（三重平中学校）】 

系統的・総合的に人権教育を進めるための人権教育カリキュラムを作成し、一人一

人の学力・進路保障や自尊感情を高める取り組み、豊かな人間性やコミュニケーショ

ン力を育成するなかまづくりを実践しました。 

 

３ 人権教育研修の充実 

【人権・同和教育課主催の人権教育教職員研修会】 

研修会名  時期  主 な 内 容 参加者数 

推進委員研修会 ５月 

人権教育推進委員としての役割  

男女共同参画プランよっかいち 2015～2020 

人権教育カリキュラムについて 

１２０  

小中学校実践研修会 ８月 部落問題学習にどう取り組むか（講師  増井  光自） １１６ 

初任者研修会 ８月 差別の現実から深く学ぶとは ５４ 

転入者研修会 ８月 差別の現実から深く学ぶとは ６６ 

教頭研修会 ８月 
人権教育の視点での組織づくり 

性的少数者の人権 
６０  

地域人権教育推進校

研修会 

６月 人権教育推進担当として大切にすること １４ 

９月 人権プラザの歴史から学ぶ  ２８  

２月 性的少数者の人権（講師  上田  直志） １４ 
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22 22 23 20 18 13 14 16

38 37 37 38
30

30
34 32

10 15 15 18

18
16

15 16

H24 H25 H26 H27 H24 H25 H26 H27

授業研究・公開保育 講演会

中学校

小学校

幼稚園

【学校人権教育リーダー育成研修会】 

・ 学 校 人 権 教 育リーダー 育 成 研 修 会  

（ 2 か 年 で 全 小 中 学 校 か ら 各 １名参 加  必修 参 加 者 ２９名  希望参 加 者 １ １名）  

①参 加 体 験型の 実 践 的 研 修 （講師  三輪  真裕美）   

②部落史学 習 の 指 導案・ 教材づ く り （講師  星野  勇悟）  

③部落問 題 学 習 に お け る 指 導案・ 教材づ く り （講師  森  実 ）  

受講者 は 、２ 学期か ら ３ 学期に か け て 、部落史学 習 の 授 業 を 各 学 校 で 行 い 研 修

会 に お い て 学 んだこ と を 実 践 し ま し た 。  

・ 学 校 人 権 教 育リーダーフォローアップ研 修 会  

（前年 度 の 学 校 人 権 教 育リーダー 育 成 研 修 会 参 加 者 ２８名  希望参 加 者 ３名）  

参 加 体 験型の 実 践 研 修 （講師  山中  千枝子）  

 

【教職員研修の推進】 

人権教育を推進するために、指導技術を高めるだけでなく、教職員自身の人権意識

を向上させ、学校・園や地域における人権教育推進の担い手としての自覚と力量を高

める研修に取り組んでいます。研修の形態としては、授業研究や公開授業・保育など、

教職員が互いに学び合う研修を実施する学校が増えています。また、講演会等による

学びの機会も多く持たれています。 

＜人権教育に関わる研修等の状況＞  

 

 

 

 

    

    

    

【人権教育教職員研修派遣事業】 

研究大会及び研修名（開催地） 開催日 参加者数 

「せいかつ」実践交流会（津市） 6/12(金 ) １２ 

豊かな就学前人権教育実践交流会（津市） 7/11(土 ) ９  

全国在日外国人教育研究集会（大阪市） 8/９ (日 ) １ 

大阪府人権教育夏季研究会（大阪市） 8/20(木 ) １２ 

三重県人権・同和教育研究大会（四日市市・三重郡） 10/17(土 )18(日 ) ６３５ 

全国人権・同和教育研究大会（長野市） 11/21(土 )22(日 ) ３ 

人権・部落問題学習研究集会（大阪市） 1/９ (土 ) ５ 

三重県在日外国人教育研究集会（津市） 1/31(日 ) ４ 

部落解放研究三重県集会（津市） 2/6(土 ) ５ 

「なかま」実践研究集会（奈良県生駒郡） 2/12(金 ) １ 

合  計 68７ 

 

（校園数）  

幼稚園 23 園、小学校 38 校、中学校 22 校 
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５ 読書活動の充実 

◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  ◆ ねらい  

子どもたちの豊かな心をはぐくみ、想像力・思考力・表現力等を豊かに育成するこ

と、言語環境を整えること等をめざし、「四日市市子ども読書推進計画」「学校図書館

いきいき推進事業プラン」に基づき、子どもの読書活動を日常的に推進します。 

 

取り組み指標 
実績値 

（ 平 成 25 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 26 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 2７ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 27 年 度 ）  （ 平 成 27 年 度 ）  （ 平 成 27 年 度 ）  （ 平 成 27 年 度 ）  

全学校図書館の本

の貸し出し冊数  
７３．２万冊  ７１．４万冊  ７２．２万冊  68 万冊 68 万冊 68 万冊 68 万冊 

学校図書館司書の

年間 1 校あたり 

平均司書業務時間  
２９３時間  ２９０時間  ２９０時間  300 時間 300 時間 300 時間 300 時間 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○  「学校図書館いきいき推進事業」により、市内の小中学校６０校に週１日以

上、専門的な知識を持つ学校図書館司書を配置し、各学校の司書教諭や図書館

担当者、図書ボランティアの活動を支援しました。また、読書活動推進校（※）

を指定し、読書後の１分間コメントや学校図書館の授業での活用等の取り組み

を、積極的に進めました。 

 

○  子どもの読書活動推進について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図書委員 会 が選書し た 「 テ ス ト勉強に

おす すめ の本 」 のコーナー設置〕  

〔学 校図書館司書に よる 、音楽 での  

ブックト ークの 様子〕  

    〔〔〔〔 全 校 生 徒 集 会 で 文 化 委 員 会 が 「 お す す め 本 」 を 紹 介 〕  全 校 生 徒 集 会 で 文 化 委 員 会 が 「 お す す め 本 」 を 紹 介 〕  全 校 生 徒 集 会 で 文 化 委 員 会 が 「 お す す め 本 」 を 紹 介 〕  全 校 生 徒 集 会 で 文 化 委 員 会 が 「 お す す め 本 」 を 紹 介 〕    〔〔〔〔 学 校 図 書 館 司 書 に よ る「 国 語学 校 図 書 館 司 書 に よ る「 国 語学 校 図 書 館 司 書 に よ る「 国 語学 校 図 書 館 司 書 に よ る「 国 語 の 時 間 の ブ ッ ク ト ー ク 」の 時 間 の ブ ッ ク ト ー ク 」の 時 間 の ブ ッ ク ト ー ク 」の 時 間 の ブ ッ ク ト ー ク 」〕〕〕〕    

580000

600000

620000

640000

660000

680000

700000

720000

740000

H23 H24 H25 H26 H27

全学校図書館の本の貸し出し冊数（冊）

250

255

260

265

270

275

280

285

290

295

300

H23 H24 H25 H26 H27

学校図書館司書の年間１校あたり平均司書業務時間（時間）
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（調査項目） 

・ 「学校の授業時間以外に、普段 (月～金曜日 )、１日当たりどれくらいの時間、読

書をしますか。」（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）  

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 ２７年度 全国学 力・ 学 習状況調査に よ る  

 

・ 平成２７年度の全国学力・学習状況調査では、読書時間が１０分より少ない

児童生徒は、小６では全国平均より多い。引き続き読書活動推進の取り組みを

進める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査項目） 

「読書は好きですか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国平均は平 成 ２７年度 全国学 力・ 学習状況調査に よ る  

・ 「読書が好き」と答えた児童生徒の割合は、小中ともに全国平均を上回って

います。 

 

学年 30 分以上  10 分以上 30 分未満  10 分より少ない  

市内（小６） ３７．８％  ２５．８％  ３６．４％  

全国平均（小６） ３７．７％  ２６．５％  ３１．７％  

市内（中３） ３０．１％  ２６．２％  ４３．５％  

全国平均（中３） ３０．６％  ２１．６％  ４７・７％  

学年 好き  
どちらかと 

いえば好き 

ど ち ら か と い え ば  

好きではない  
好き では ない  

市内（小６） ５０．１％  ２３．２％  １５．９％  １０．７％  

全 国 平 均 （ 小 6）  ４８．９% ２３．９% １５．７% １１．５% 

市内（中３） ４６．１％  ２４．６％  １６．４％  １２．６％  

全 国 平 均 （ 中 ３ ）  ４４．９% ２３．０% １６．８% １５．０% 

〔朝の読書（小学 校 ）〕 〔担任の おす す めす る本 を紹介（中 学校 ）〕  
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○  学校図書館蔵書の状況 

学校図書館の現状に関する調査  小学校 (38 校 ) 中学校 (22 校 ) 

四日市市の蔵書数 403,221 冊  240 ,909 冊  

四日市市の学校図書館標準冊数 347 ,760 冊  244 ,800 冊  

四日市市の学校図書館の蔵書整備率    115.9％  98.4％  

四日市市の学校図書館の図書標準達成校 29 校 10 校 

学校図書館図書 

標準達成学校数の割合 

四日市市  76.3％  45.5％  

全国 60.3％  50.0％  

（ 四 日 市 市 の 数 値 は 平 成 ２ ７ 年 度 調 査 、 全 国 の 数 値 は 平 成 ２ ６ 年 度 「 学 校 図 書 館 の 現 状 に 関 す る 調 査 」 結 果 に よ る ）  

・ 子どもたちが図書に親しむ環境を整えるため、今年度も年間を通して、四日

市市立図書館学校団体貸出図書（以下、「なのはな文庫」）巡回を実施しました。

教室や廊下などに「なのはな文庫」の本を置くことによって、手の届くところ

に本があり、生活の中で自然に本に触れることができる環境づくりを進めるこ

とができました。 

・ 小中学校ともに、国語科以外の教科での授業利用が、少しずつ進んできてい

ます。今後も引き続き、さまざまな教科等での学校図書館の活用を進めていく

必要があります。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○  「なのはな文庫」の学校巡回や市立図書館からの貸出を積極的に活用し、学校

図書館や学級文庫などにおいて、子どもたちの「手の届くところに本がある」環

境作りに努め、読書や調べ活動の推進を図ります。 

○  学校が主導的な役割を担いつつ、学校図書館司書、図書ボランティア三者の連

携を引き続き推進していきます。 

○  「学校図書館いきいき推進事業」による学校図書館司書の授業支援・家庭読書

支援の充実を、さらに進めていきます。 

○  今後も読書活動推進校を小中学校で６校（※）指定し、読書後の１分間コメン

トや学校図書館の活用をした授業等の取り組みを積極的に進めていきます。この

内容や成果については、学校図書館担当者研修会や学校図書館いきいき推進検討

委員会だよりなどで、市内の小中学校へ発信していきます。 

  ※平成 2７年度 読書活動推進校・・・高花平小・県小・常磐西小・港中・南中・羽津中 

 

 

 

〔学級か ら選ばれた 児 童 が 全 校

集会 で 1 分 間コメン ト〕  

〔全 校集会で多読者 生徒 を表彰〕 〔電子黒板を使って 自分 の読んだ  

本を紹介する １ 分間コメン ト〕  
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６ 図書館との連携  

◆ ねらい                          ◆ ねらい                          ◆ ねらい                          ◆ ねらい                                              

 図書館では、約４３万冊の図書や雑誌、

新聞などを所蔵しています。その内、児童

室には、調べものに役立つ辞書や事典、よ

みものなど８万冊を所蔵しています。 

 また、地域資料室には、四日市市を中心

とする史跡や環境、地場産業などの地域資

料が約２万冊あります。 

 図書館と学校が連携して、これら多様な

資料を有効に活用することが、子どもたち

の読書活動や、学校での授業の充実につな

がると考えます。 

 子どもたちが「読書の楽しさ」や「調べる楽しさ」を実感できるよう、図書館は、各校

と連携し、要望に応じた出前講座等による支援を行っています。  

 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○  児童室   

児童室では、学校図書館いきいき推進検討委員会と連携して、読み聞かせ用図書の

選定や学校での読書活動に協力をしています。また、調べ学習に役立つ図書の貸し出

しや、図書館の本で構成された学校貸出専用図書「なのはな文庫」の貸し出しも行っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者や学校などで活動する図書ボランティアに対して、出前講座として勉強会や

講習会を実施し、支援しています。 

 

                      

年度   

小学校 

（回） 

中学校 

 （回） 

貸出冊数

（冊） 

25 年度 74 36 12,087 

26 年度 73 38 12,987 

27 年度 68 36 12,280 

なのはな文庫の利用状況 なのはな文庫の利用状況 なのはな文庫の利用状況 なのはな文庫の利用状況 
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○  自動車文庫（移動図書館） 

図書館では、平成２０年度から学校図書館いきいき推進検討委員会と連携し、出前

講座として、自動車文庫を小学校へ派遣しています。 

子どもたちは、自動車文庫についての説明を受け、実際に車内を見学したり、本を

手に取ったりしています。また、職員による、図書館に関するクイズや本の読み聞か

せを通して、読書の楽しさを体験しています。 

 

  

※自 動車文庫に は約 3 ,200 冊の 本 が 積 み込ん で あ り ま す 。  

 

○ 点字・録音資料室  

点字・録音資料室では、視覚障害のある児童・生徒の就学支援として、点字による

学習資料を作成しています。また、視覚障害や点字、録音図書等への正しい理解を深

めるため、市内の小学校に在学する児童を対象に「夏休み子ども点字教室」を開催し

たり、依頼があった学校へ職員を講師として派遣したりするなど、啓発に努めていま

す。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 調べ学習の支援は、学校との連携を図りつつ、図書館の豊富な資料から主体的に学

習ができるよう、調べものの相談に応じていきます。 

○ 子どもたちが、多様な資料を所蔵する図書館の機能を理解して、使いこなす能力を

身につけられるよう、取り組んでいきます。 

○ なのはな文庫が活用され、学校の学習や読書活動が進められるよう、取り組んでいき

ます。  
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７ 体験活動の充実   

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

豊かな人間性や自ら学び自ら考える力などの「生きる力」を育成する観点から、保育や

各教科、道徳、特別活動及び総合的な学習の時間を活用し、地域の自然や歴史・文化、本

物の文化・芸術などに触れる機会や体験的な活動を通して、人間的なふれあいや交流等、

多様な活動の推進を図ります。 

    

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

(1) 自然体験の充実  自然体験の充実  自然体験の充実  自然体験の充実 

平成２７年度の施設利用状況 （中学校は２泊のプログラム） 

 

自然教室での実施プログラムと実施校数（鈴鹿青少年センター含む） 

 

 

取り組み指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  （ 平 成 ２ ７ 年 度 ）  

地域や関係機関等と連携した下

記４項目の体験活動のうち、３

項目以上を年１回以上実施した

小・中学校の割合【自然体験、

文化芸術、地域の歴史・文化、

ものづくり（地場産業や農業）】 

９８．４％ ９８．３％ １００％ １００% １００% １００% １００% 

利用施設名  小 学 校（小 5） 中 学 校（中１） 

四 日 市 市少年 自 然 の 家 3８校 ２７６４名  1６校 １８４４名 (2 泊 ) 

鈴 鹿 青 少 年 セ ン タ ー  ６校  １２７１名 (2 泊 ) 
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小 3 0 0 6 37 38 21 11 12 9 3 3 6 11 9 19 

中 0 0 5 5 16 19 14 1 0 4 3 0 5 13 3 2 
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・  全小中学校が自然教室を実施し、カヤックやスキー、早朝ハイキングや自然散策等、

豊かな自然の中で普段味わえない活動を実施しています。また、友だち同士助け合う

ことや協力することの大切さを学べるような活動を取り入れています。中学校では５

校が冬季にスキー実習を中心とした活動を行いました。 

・  実施後の教職員アンケートからは、「一人一人が時間を意識し、自主的に活動する

ことができた」「さまざまな活動を通して、協力することの大切さや友達と活動する

楽しさを味わうことができた」等の多くの成果が見られました。 

 

(2) 文化・芸術体験の充実  文化・芸術体験の充実  文化・芸術体験の充実  文化・芸術体験の充実 

平成２７年度各学校・園での「芸術鑑賞教室及び文化芸術体験」実施状況 

 

・ 大規模校においては全学年での実施は困難という現状があります。学年単位で芸術

鑑賞の機会を設定するなど、実施方法を工夫する必要があります。 

・ 「文化芸術による子どもの育成事業」や「能・狂言教室」など、国や四日市市の文

化芸術体験事業を積極的に活用する学校が増えています。 

・ 我が国や郷土の伝統音楽・文化を体験する活動としては、音楽科で筝の演奏体験、

能狂言体験、和太鼓体験などが実施されています。 

 

(3) 地域の歴史・文化を体験する活動の推進  地域の歴史・文化を体験する活動の推進  地域の歴史・文化を体験する活動の推進  地域の歴史・文化を体験する活動の推進 

○総合的な学習の時間等における地域の歴史や文化に関わる学習の実施状況  

  

○主な活動内容 

小学校 
万古焼体験、地域の祭り調べ、茶摘み体験、昔の暮らしや遊びの体験、 

戦争体験の聞き取り、地域めぐり、郷土調査等  

中学校 
地域の歴史・史跡・名所・福祉等のテーマ別調べ学習や見学、万古焼体験な

どの体験学習、茶道、浴衣着付け体験等 

 

・ 社会科や総合的な学習の時間において、昔の暮らしについての聞き取りや遊び体験

をしたり、自分の住む町の歴史・史跡の調査や文化体験をしたりする学習が進められ

ています。中学校においては、平成２７年度、実施校が少し減りました。年度当初か

項目 
幼稚園  

（23園中） 

小学校 

（3８校中） 

中学校 

（22校中） 
達成率（％） 

全ての学年で、芸術鑑賞の機会

を年1回以上もつ 
２３園  3８校 1１校 ８６.７% 

わが国や郷土の伝統音楽・文化

体験の機会をもつ 
２３園  2５校 22校 ８４.３% 

項目 
小学校 

（3８校中） 

中学校 

（22校中） 
達成率（％） 

総合的な学習の時間・生活科や社会科をはじめと

する教科の指導において、地域の歴史や文化に触

れる活動や体験学習を実施した学校 

３８校 １８校 9３.３％  
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ら地域教材を活用した体験的な活動を、総合的な学習の時間等の年間計画に位置づけ

ておくことが必要です。  

 

(4) ものづくり・生産体験の推進  ものづくり・生産体験の推進  ものづくり・生産体験の推進  ものづくり・生産体験の推進 

○ものづくり・生産体験活動実施学校園実施状況 

 

○主な活動内容 

幼稚園 野菜・米栽培、きなこ作り、梨狩り、花壇作り、万古焼体験、竹馬作り等 

小学校 
野菜・米作り、収穫物の調理体験、とうふ作り、たけのこ掘り、しめなわ作

り、餅つき  

中学校 和菓子作り、ＰTA との花壇作り、さつまいも栽培、搾乳体験等 

 

・ 幼稚園から中学校まで、発達段階に応じた、ものづくりや生産体験を組み込んだ体

験活動がすすめられています。 

・ 子どもたちが自ら考え、判断・選択して行動するといった自発性や自主性を育む視

点での体験学習にしていくことがさらに必要です。 

    

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 自然教室については、どのような力を子どもにつけさせたいのかを再確認し、発達

段階や子どもの実態に応じた、より有効な活動内容等を考慮する必要があります。ま

た、夏季休業中に若手教員対象の野外活動に関する研修会を実施するなど、教員の指

導力の向上に努めます。 

○ 文化・芸術体験の充実については、関係機関との協力のもと、学校・園に対し「芸

術鑑賞教室」等の実施に役立つ情報を提供していきます。また、小学校においては、

平成２１年度から行っている「こころの劇場」を、中学校においては平成１７年度か

ら行っている「能・狂言教室」を、今後も継続していきます。 

○ 地域の歴史や文化について学ぶ機会を持ち、実際に見たり、聞いたり、体験したり

するような活動を今後も進めていきます。 

○ 万古焼や四日市港等、「四日市ならではの地域資源」に触れる機会を教育計画の中に

位置づけ、体験したことをもとに自分の考えをまとめ、自分の言葉で表現する活動や

地域や保護者・社会へ発信するような活動の推進に努めます。 

項目  
幼稚園 

（23園中） 

小学校 

（38校中） 

中学校 

（22校中） 
達成率（％） 

地 域 の 地 場産業や農業に触れ

る活動を実施した学校園数 ２３園 ３８校 ２０校 9７ .６％  
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